












新生児や未熟児ではくる病を発症することが多く、なかでもビタミン Dや燐の摂取量が不

足するとくる病を発症しやすいことが明らかになっている。 

極小未熟児ではくる病の発生率が高いのでわれわれはビタミンDおよび燐の摂取量を増す

ことによりくる病の発症を予防することを試みてきたが、これらの児の中には、亜鉛や銅

などの微量元素が欠乏し、この結果アルカリフォスファターゼの低下を認める例があり、

また骨の変化が疑われる例もある。そこで極小未熟児の骨発育におよぼす微量元素の影響

を明らかにするため、血清中の亜鉛や銅の濃度を測定し、体重別の血清濃度の変動と、異

常低値の出現率を明らかにするとともに、亜鉛や銅投与の効果につき検討を加えた。 


